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研究概要 

【循環器グループ】循環器グループは，先天性心疾患，川崎病・心筋症を中心とする後天性心疾患の臨床，研究

を行っています。先天性心疾患については、毎週月曜日に胎児心エコー外来で胎児期の心疾患の診断に参画して

います。さらに、胎児診断症例や生後に診断された重症心疾患の診断・治療も担当しています。小児の心臓手術

症例は，心臓外科 (第一外科：小児心臓グループ) の先生にお願いしています。年間約 60 症例の手術を行ってい

ます。重症例の診断や手術適応などの治療方針の判断は、小児循環器グループ(小児科医・心臓外科医・麻酔科医)

で、毎週水曜日にカンファレンスで協議して決定しています。小児科の循環器グループは、診断に加えて内科的

な術前術後管理を担当し，さらに，手術適応には至らないまでも小児科的管理の必要な多数の症例については外

来で経過観察しています。川崎病に関して，臨床研究面では，川崎病医師主導治験（重症川崎病患児を対象とし

た免疫グロブリン＋シクロスポリン A 併用療法：KAICA Trial）に中心的な施設として参画し，その成果は 2019

年 3 月に Lancet 誌に報告できました。その結果、2020 年 2 月に重症川崎病の初期治療に IVIG と CsA の併用

が保険適用となり、今後、実臨床でその効果を検証してゆく予定です。また，循環器内科の先生の援助のもと，

光干渉断層法(OCT)を積極的に取り入れ，川崎病冠動脈病変を有する患児の遠隔期の心臓カテーテル検査におい

て，冠動脈病変のより精密な評価を行い，遠隔期の管理や治療法の開発にも取り組んでいます。基礎研究面では，

分子生物学的手法を用いて病因究明(溶連菌由来のスーパー抗原の関与など)に継続的に取り組んでいます。 

 

【腎グループ】IgA腎症およびネフローゼ症候群の治療法を確立するための全国多施設による臨床治療研究（厚

生労働省科学研究，小児 IgA 腎症治療研究会，小児難治性腎疾患治療研究会）を進め，成果をあげている。IgA

腎症，紫斑病性腎炎，ネフローゼ症候群，Alport症候群，多発性嚢胞腎等の分子生物学的・形態学的手法を用い

た病態解析を行っている。 

 

【神経グループ】和歌山県立医科大学小児科が日本小児神経学会専門医研修施設に登録されており，小児神経疾

患全般の治療を担当している。一次救急であるけいれん重積発作から ICU 管理を要する重症疾患まで対応して

いる。てんかんなどけいれん性疾患におけて病棟内でのビデオ・脳波記録装置を用いた臨床的診断を行っている。

急性脳炎・脳症の病態生理に関する基礎的研究にも取り組んでいる。（Chemokine expression in human 

astrocytes in response to shiga toxin 2. Int J Inflam. 2012）また摂食障害や心身症にも対応しており，入院加

療を行っているなかで臨床的な研究を行っている（Total parenteral nutrition treatment efficacy in adolescent 

eating disorders. Pediatr Int. 2015） 

 

【小児がん・血液グループ】すべての小児がん，血液疾患を治療しています。小児がんの発生部位は様々ですが，

脳神経外科（脳腫瘍），整形外科（骨軟部腫瘍），小児外科（神経芽腫，腎芽腫，肝芽腫），眼科（網膜芽腫），皮

膚科（血管腫），放射線科（放射線治療）と共に集学的治療を行っています。また，当科は日本骨髄バンク，臍帯

血バンクからの非血縁者間造血細胞移植認定施設であり，小児がん・血液疾患に対するすべての治療を小児医療

センター内で完結することができます。また，若年性特発性関節炎（関節リウマチ）などの自己免疫疾患，炎症

性腸疾患，原発性免疫不全症，自己炎症性疾患についても診療を担当しています。 

 

【未熟児・新生児グループ】県内唯一の総合周産期母子医療センターとして，新生児専用救急車，ドクターヘリ



で県内の新生児救急に 24 時間で対応している。産科・小児外科・心臓血管外科・眼科など各科と協力しながら

あらゆる新生児疾患を対象とし治療している。早産児の頭蓋内出血発症をいかに予防するかを重要な課題とし，

適切な循環管理を目的としたエコーによる血流評価や皮膚ドップラー血流計による研究を行っている。また慢性

肺疾患をいかに軽減するかも重要な課題で，高頻度振動換気，一酸化窒素吸入療法を取り入れ，肺高血圧症治療

薬を併用しながらの早期抜管に取り組んでいる。症例を選択して INSURE strategy(Intubation-Surfactant-

Extubation)も導入している。 

 

【遺伝グループ】臨床遺伝専門医による先天異常疾患の総合的な診療を行っています。ダウン症候群を中心とす

る染色体異常症，遺伝性疾患，原因が不明な奇形症候群など様々な先天異常症を対象としています。各疾患・症

候群の診断，情報の提供，合併症への早期の対応，成長や発達を含む長期的な健康管理や療育相談などを，必要

に応じて院内の他診療科や，県内の療育施設とも連携して行っています。また最近の遺伝子研究の進歩により遺

伝子検査が普及しつつあり，研究機関と連携して対応しています。外来は毎週木曜日で，うち第１木曜日にカウ

ンセリングを行っています。院内や各医療機関から紹介頂いた患者様を対象とし，十分な時間をかけて各疾患に

関する正しい情報の提供と様々な問題について相談をお受けしています。ご相談の内容や検査結果等のプライバ

シーについては厳重に保護しております。 
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19. 津田祐子：発達障害のある子どもへの医療場面におけるより良い対応と工夫, 第36回小児成育医療支援室研

究会市民公開講座, 2019. 11. 和歌山市 

20. 井庭憲人：スキンケア講習会, 2019. 11. 有田市 

21. 井庭憲人：食物アレルギーの基礎知識, 2019. 11. 有田川町 

22. 鈴木啓之：川崎病血管炎とCa2+/NFAT pathway－新たな治療選択肢シクロスポリンの課題と今後の展望－, 

第4回イムノロジーフォーラム奈良, 2019. 11. 奈良市 

23. 重里敏子：神経発達症(発達障害)を持つ子どもと保護者への支援のあり方の考察, 第41回和歌山県小児保健

協会研究集会シンポジウム, 2020. 2. 和歌山市 

24. 檜皮谷朋子：愛徳医療福祉センターでの取り組みについて, 第41回和歌山県小児保健協会研究集会シンポジ

ウム, 2020. 2. 和歌山市 

25. 津田祐子：和歌山県立医科大学附属病院小児科外来の現状, 第41回和歌山県小児保健協会研究集会シンポジ

ウム, 2020. 2. 和歌山市 



 

c）全国学会 

1. 末永智浩, 垣本信幸, 土橋智弥, 鈴木崇之, 武内 崇, 神人正寿, 鈴木啓之：乳児血管腫に対するプロプラノロ

ール投与の心機能に及ぼす影響, 第122回日本小児科学会学術集会, 2019. 4. 金沢市 

2. 魚谷周平, 吉原知里, 土橋智弥, 垣本信幸, 利光充彦, 津野嘉伸, 上田美奈, 熊谷 健, 鈴木啓之：当院で出生

から管理した極低出生体重児の就学時発達予後の検討, 第122回日本小児科学会学術集会, 2019. 4. 金沢市 

3. 島 友子, 中西浩一, 濵 武継, 向山弘展, 佐藤 匡, 田中 侑, 鈴木啓之, 吉川徳茂：重症型小児IgA腎症に対す

るプレドニゾロン＋ミゾリビン＋RA阻害薬3剤による多剤併用療法の有用性の検討, 第54回日本小児腎臓

病学会学術集会, 2019. 6. 大阪市 

4. 和田卓三, 島 友子, 濵 武継, 田中 侑, 向山弘展, 佐藤 匡, 鈴木啓之, 吉川徳茂, 中西浩一, 野津寛大, 飯島

一誠, 澤井俊宏：C3NeFが陽性であったDDD(dense deposit disease)の一女児例, 第54回日本小児腎臓病学

会学術集会, 2019. 6. 大阪市 

5. 石河慎也, 野津寛大, 青砥悠哉, 榊原菜々, 長野智那, 南川将吾, 山村智彦, 島 友子, 中西浩一, 吉川徳茂, 

飯島一誠：リシノプリル単剤よる加療で良好な経過を経たMPGN様IgA腎症の1例, 第54回日本小児腎臓病

学会学術集会, 2019. 6. 大阪市 

6. 青砥悠哉, 野津寛大, 石河慎也, 榊原菜, 長野智那, 藤村順也, 南川将吾, 山村智彦, 神吉直宙, 石森真吾, 島 

友子, 中西浩一, 吉川徳茂, 貝藤裕史, 飯島一誠：小児IgA腎症の組織学的軽症例と重症例における多剤併用

療法の効果に関する比較, 第54回日本小児腎臓病学会学術集会, 2019. 6. 大阪市 

7. 島 友子, 中西浩一, 濵 武継, 貝藤裕史, 野津寛大, 田中亮二郎, 飯島一誠, 吉川徳茂：小児IgA腎症における

蛋白尿再燃因子の検討, 第62回日本腎臓学会学術総会, 2019. 6. 名古屋市 

8. 末永智浩, 土橋智弥, 鈴木崇之, 垣本信幸, 武内 崇, 鈴木啓之, 渋田昌一, 立花伸也, 竹腰信人, 長嶋光樹,  

上松耕太：Fontan循環における肝線維化の指標に関する検討, 第55回日本小児循環器学会総会・学術集会, 

2019. 6. 札幌市 

9. 垣本信幸, 土橋智弥, 末永智浩, 武内 崇, 鈴木啓之：心室中隔欠損症における肺高血圧評価への導出18誘導

心電図の応用, 第55回日本小児循環器学会総会・学術集会, 2019. 6. 札幌市 

10. 熊谷 健, 和田卓三, 利光充彦, 垣本信幸, 津野嘉伸, 上田美奈, 鈴木啓之：当院NICUにおける18トリソミー

児の治療と転帰の変遷, 第55回日本周産期・新生児医学会学術集会, 2019. 7. 松本市 

11. 和田卓三, 土橋智弥, 利光充彦, 垣本信幸, 津野嘉伸, 上田美奈, 熊谷 健, 鈴木啓之：胎児期より増大する腹

部腫瘤を認めたcongenital mesoblastic nephromaの1例, 第55回日本周産期・新生児医学会学術集会, 2019. 

7. 松本市 

12. 井庭憲人：当科におけるアレルギー診療体制の立ち上げについて, 第36回日本小児臨床アレルギー学会, 

2019. 7. 和歌山市 

13. 魚谷周平, 津田祐子, 田村 彰, 南 弘一, 鈴木啓之, 辻 知見：インフルエンザワクチンを契機に心因性非て

んかん性発作を繰り返し経過中に発症背景が判明してきた1例, 第37回日本小児心身医学会学術集会, 2019. 

9. 広島市 

14. 下山田洋三, 米山 明：重症心身障害児施設および国立病院機構重症心身障害病棟に入所している被虐待児

の実態, 第45回日本重症心身障害学会学術集会, 2019. 9. 岡山市 

15. 茂庭仁人, 大嶋 優, 後町 結, 高橋聖子, 田中希尚, 古橋眞人, 黒田せつ子, 濵 武継, 島 友子, 小川弥生, 三

浦哲嗣：潜在性甲状腺機能亢進症による二次性膜性腎症と診断した1例, 第49回日本腎臓学会東部学術大会, 



2019. 10. 東京都 

16. 辻本 弘, 神波信次, 市川貴之, 鈴木啓之：小児血球貪食症候群における予後因子の検討, 第81回日本血液学

会学術総会, 2019. 10. 東京都 

17. 鈴木崇之, 土橋智弥, 垣本信幸, 末永智浩, 武内 崇, 猪野 靖, 久保隆史, 赤阪隆史, 渋田昌一, 鈴木啓之：川

崎病発症後2ヶ月と1年で光干渉断層法検査を施行できた1例, 第39回日本川崎病学会・学術集会, 2019. 10. 

東京都 

18. 立花伸也, 土橋智弥, 鈴木崇之, 垣本信幸, 末永智浩, 武内 崇, 澁田昌一, 竹腰信人, 鈴木啓之：1年の経過

で内径が急速に退縮した川崎病性巨大瘤の2例, 第39回日本川崎病学会・学術集会, 2019. 10. 東京都 

19. 高橋拓矢, 鈴木啓之, 土橋智弥, 鈴木崇之, 村山友梨, 垣本信幸, 津田祐子, 末永智浩, 田村 彰, 南 弘一, 武

内 崇, 渋田昌一, 竹腰信人, 立花伸也：川崎病に可逆性脳梁膨大部病変を有する軽度脳症(MERS)を合併し

た4歳女児例, 第39回日本川崎病学会・学術集会, 2019. 10. 東京都 

20. 津田祐子, 魚谷周平, 田村 彰, 南 弘一, 大元浩明, 長谷朋香, 小森有紀, 青柳憲幸, 鈴木啓之：ノロウイル

ス感染に伴い致死的な経過をとった急性脳症の2歳男児例, 第51回日本小児感染症学会学術集会, 2019. 10. 

旭川市 

21. 南 弘一, 津田祐子, 田村 彰, 鈴木啓之, 柳川敏彦：レベチラセタムの用法変更後にけいれん発作が抑制さ

れている小児焦点性てんかんの4例, 第53回日本てんかん学会学術集会, 2019. 11. 神戸市 

22. 辻本 弘, 神波信次：46，XY性腺形成異常症に発生した性腺芽腫・卵巣混合性胚細胞腫瘍の1例, 第61回日本

小児血液・がん学会学術集会, 2019. 11. 広島市 

23. 狗卷見和, 神波信次：小児がん患児の復学と復園の実態調査, 第17回日本小児がん看護学会学術集会, 2019. 

11. 広島市 

24. 津野嘉伸, 長谷朋香, 吉原知里, 垣本信幸, 利光充彦, 熊谷 健, 鈴木啓之：極低出生体重児の消化管穿孔を予

測する因子の検討, 第64回日本新生児成育医学会・学術集会, 2019. 11. 鹿児島市 

25. 熊谷 健, 稲村 昇, 藤田大輔, 渡辺 健, 黒嵜健一, 村上洋介, 坂口平馬, 石井陽一郎, 金川武司, 林 丈二, 辻

井信之, 古川央樹, 馬場志郎, 佐藤有美, 石原温子, 近畿胎児心臓病研究会：近畿圏の胎児心エコー検査の現

状, 第17回日本胎児治療学会学術集会, 2019. 12. 岸和田市 

26. 関本査智子, 柳川敏彦, 田村 彰, 南 弘一, 中島美鈴, 西山涼子, 塩路清美, 藁科佳代, 向井君子, 日置真弓：

虐待事例の可視化と緊急対応への取り組み, 日本子ども虐待防止学会第25回学術集会ひょうご大会, 2019. 

12. 神戸市 

27. 島 友子, 中西浩一, 濵 武継, 向山弘展, 田中 侑, 和田卓三, 野津寛大, 田中亮二郎, 飯島一誠, 鈴木啓之, 

吉川徳茂：Oxford分類を用いた小児IgA腎症,紫斑病性腎炎の臨床病理学的所見の比較, 第43回IgA腎症研究

会, 2020. 2. 東京都 

 

d）地方学会 

1. 神波信次, 辻本 弘, 市川貴之, 鈴木啓之：当科におけるAYA世代がん治療の現況, 第184回日本小児科学会

和歌山地方会, 2019. 6. 和歌山市 

2. 三谷泰之, 加藤紘隆, 渡邉高士, 合田太郎, 熊谷 健, 山上裕機：遅発性に発症し胸腔鏡下に修復術を施行し

た先天性左有嚢性横隔膜ヘルニア, 第184回日本小児科学会和歌山地方会, 2019. 6. 和歌山市 

3. 前田真範, 土谷充貴, 平山健太郎, 水沼真也, 比嘉明日美, 澁田昌一, 宮脇正和：紀南病院における有熱性け

いれん重積および意識障害症例の検討, 第184回日本小児科学会和歌山地方会, 2019. 6. 和歌山市 



4. 土谷充貴, 川本大樹, 井中将吾, 平山健太郎, 水沼真也, 比嘉明日美, 澁田昌一, 宮脇正和：紀南病院におけ

る20年間の川崎病診療, 第184回日本小児科学会和歌山地方会, 2019. 6. 和歌山市 

5. 魚谷周平, 津田祐子, 田村 彰, 南 弘一, 鈴木啓之, 大元浩明, 長谷朋香, 小森有紀, 青柳憲幸：ノロウイルス

感染に伴い急性脳症から心肺停止に至った1例, 第66回日本小児神経学会近畿地方会, 2019. 10. 大阪市 

6. 辻本 弘, 平山健太郎, 神波信次, 鈴木啓之：HLA半合致末梢血幹細胞移植を2度実施したT細胞性急性リン

パ性白血病の1例, 第185回日本小児科学会和歌山地方会, 2019. 10. 和歌山市 

7. 村山友梨, 末永智浩, 垣本信幸, 武内 崇, 鈴木啓之, 東岡大輔, 塩野泰紹, 赤阪隆史, 長嶋光樹, 上松耕太, 

西村好晴：ファロー四徴症・房室中隔欠損症術後長期経過観察中に黄色ブドウ球菌性感染性心内膜炎を発症

した21トリソミーの25歳男性例, 第185回日本小児科学会和歌山地方会, 2019. 10. 和歌山市 

8. 岩本美紀, 中尾幸子, 重里敏子：当院における肥満外来の概要, 第185回日本小児科学会和歌山地方会, 2019. 

10. 和歌山市 

9. 平山健太郎, 土谷充貴, 前田真範, 水沼真也, 比嘉明日美, 澁田昌一, 宮脇正和：熱傷後に川崎病診断基準を

満たし，毒素性ショック症候群毒素(TSST-1)の産生も認めた1例, 第185回日本小児科学会和歌山地方会, 

2019. 10. 和歌山市 

10. 長谷朋香, 吉原知里, 向井元裕, 利光充彦, 垣本信幸, 津野嘉伸, 熊谷 健, 鈴木啓之：新生児期に診断に至っ

た腎コロボーマ症候群の1例, 第185回日本小児科学会和歌山地方会, 2019. 10. 和歌山市 

11. 篠﨑浩平, 大元浩明, 小森有紀, 上田美奈：初回痙攣発作後に半側空間無視を呈したHuman herpesvirus 6 

(HHV-6)関連脳症の1症例, 第185回日本小児科学会和歌山地方会, 2019. 10. 和歌山市 

12. 岩本美紀, 宮脇正和, 向山弘展, 比嘉明日美, 津野嘉伸, 熊谷 健, 奥谷貴弘, 樋口隆造, 古田浩人, 赤水尚史, 

鈴木啓之：オクトレオチド持続皮下注射療法が有効であった先天性高インスリン血症の1例, 第56回日本糖

尿病学会近畿地方会, 2019. 11. 大阪市 

13. 南 弘一, 島 友子, 曽和 幹, 津田祐子, 田村 彰, 鈴木啓之：胃腸炎後に一過性のmuscle cramp(有痛性筋攣

縮)を呈し，免疫性末梢神経障害が疑われた1例, 第186回日本小児科学会和歌山地方会, 2020. 2. 和歌山市 

14. 垣本信幸, 村山友梨, 鈴木崇之, 末永智浩, 武内 崇, 鈴木啓之：川崎病診断基準改訂の影響についての検討, 

第186回日本小児科学会和歌山地方会, 2020. 2. 和歌山市 

15. 村松明日香, 芳山 恵, 赤井美津代：2019年に当院を受診した伝染性紅斑53例の検討, 第186回日本小児科学

会和歌山地方会, 2020. 2. 和歌山市 

16. 西川香瑠, 前田真範, 五嶋文彦, 西 秀人, 宮本 選, 杉本卓也：壊死性筋膜炎と鑑別が困難だった重症蜂窩織

炎の1例, 第186回日本小児科学会和歌山地方会, 2020. 2. 和歌山市 

17. 井中将吾, 川本大樹, 土谷充貴, 平山健太郎, 水沼真也, 比嘉明日美, 澁田昌一, 宮脇正和：紀南病院におけ

る過去5年間の小児科救急搬送患者の臨床統計的観察, 第186回日本小児科学会和歌山地方会, 2020. 2. 和歌

山市 

18. 三宅史織, 島 友子, 田村 彰, 熊谷 健, 神波信次, 南 弘一, 鈴木啓之：小児病棟における子ども療養支援士

の活動について—役割と意義−, 第186回日本小児科学会和歌山地方会, 2020. 2. 和歌山市 

 

その他（研究会等） 

1. 魚谷周平, 佐藤 匡, 吉田龍法：全身性若年性特発性関節炎の1例, 第314回紀州地区小児臨床懇話会, 2019. 4. 

御浜町 

2. 井庭憲人, 室谷貴弘, 高岡有理, 亀田 誠, 片岡葉子：乳児期早期から遷延していた最重症アトピー性皮膚炎



の11歳男児例, 第2回和歌山県アトピー性皮膚炎治療研究会, 2019. 4. 和歌山市 

3. 魚谷周平, 佐藤 匡, 吉田龍法：インフルエンザワクチンを契機に心因性非てんかん性発作を繰り返し経過中

に発症背景が判明してきた1例, 第315回紀州地区小児臨床懇話会, 2019. 5. 御浜町 

4. 鈴木崇之, 土橋智弥, 垣本信幸, 末永智浩, 武内 崇, 鈴木啓之, 猪野 靖, 久保隆史, 赤阪隆史, 渋田昌一：亜

急性期・遠隔期にOCTで経過観察しえた川崎病性冠動脈瘤の一例, 第24回和歌山小児循環器談話会, 2019. 5. 

和歌山市 

5. 立花伸也, 向山弘展, 大石 興, 土橋智弥, 鈴木崇之, 垣本信幸, 末永智浩, 武内 崇, 鈴木啓之：軽症心筋炎の
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